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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 本研 究 の 目 的は 、 日 本 の一 条 校 の 国際 バ カ ロ レア (International Baccalaureate: IB)初等 教育 プ

ロ グラ ム （ Primary Years Programme: PYP）認 定 校に お け る 評価 の 取 り 組み を 記 述 し、 児 童 の 自己

評 価を 促 す 評 価の あ り 方 につ い て 検 討す る こ と であ る 。  

IB 教 育 の特 徴 の 一 つ と し て、 学 習 者 の自 己 評 価 を促 す 評 価 のあ り 方 が 挙げ ら れ る 。 PYP でも 重 視

さ れる 「 学 習 のと し て の 評価 (assessment as learning)」、「 学習 の た め の評 価 （ assessment for 

learning）」 の 考え 方 は 、 石井 (2026)等、 近 年 の 日本 の 評 価 研究 に お い ても 注 目 さ れて い る も のの 、

そ の具 体 的 な 実践 事 例 の 研究 の 蓄 積 は見 ら れ な い。 本 研 究 では 、 PYP に 取り 組 む 教 師の 評 価 観 及び 評

価 実践 を 明 ら かに し 、 日 本の 一 条 校 で の PYP の より よ い 評 価の あ り 方 を考 察 す る とと も に 、 本学 で

の IB 教 員 養 成 への 示 唆 を 得る 。  

本 研究 で は 2025 年 9 月 か ら 2026 年 3 月に か け て 、日 本 の 一 条校 の PYP 認 定 校 2 校 （ A 校 、 B 校 ）

で 調査 を 行 っ た。 調 査 で は PYP コ ー ディ ネ ー タ ーや 研 究 主 任等 、 校 内 の評 価 実 践 を把 握 し て いる 教

員 を含 む 計 ６ 名に 対 し 、 半構 造 化 イ ンタ ビ ュ ー を行 っ た 。 イン タ ビ ュ ー項 目 は 、 教師 の 評 価 観 や IB

教 育に 取 り 組 み始 め て か らの 評 価 の あり 方 の 変 化、 学 習 者 の自 己 評 価 を促 す 評 価 実践 の 詳 細 や注 意

点 等で あ る 。  

A 校 、 B 校 の 教 師と も に 、 PYP の 評価 の 特 徴 とし て 「子 ど も た ちが 自 分 で 自己 評 価 を して い る 」（ 教

師 c） こ とを 挙 げ た 。と こ ろが 、「 自 己 評価 」 と し て用 い ら れ てい る 中 心 的な ツ ー ル が、 2 校で は 異

な って い た 。  

A 校 で は 、 PYP の探 究 の 単 元に お い て 、「自 己 評 価 」の た め に 効果 的 に 用 いら れ て い るツ ー ル は ル

ー ブリ ッ ク で ある 。 A 校 で はル ー ブ リ ック を 全 学 年で 用 い て おり 、 全 て の探 究 の 単 元で は な い 学年 も

あ るも の の 、 児童 と 対 話 しな が ら 作 成す る 実 践 も全 学 年 で 行わ れ て い る。 教 師 b は、 ル ー ブ リッ ク

を 対話 し な が ら作 成 す る こと で 、「 子 ども た ち が じゃ あ も っ とこ う し よ う、 あ あ し よう っ て い う具 体

的 な目 標 が 見 えて く る 」 と話 し た 。 A 校 で は、 ル ーブ リ ッ ク の内 容 に 加 え、 ル ー ブ リッ ク を 示 した り

児 童と 一 緒 に 作成 し た り タイ ミ ン グ につ い て 教 員同 士 で も 話し 合 い 、 単元 の 性 質 や児 童 の 様 子に よ

っ てそ の 方 法 を試 行 錯 誤 して き た と いう 。  

B 校 で は 、ル ー ブ リ ック や チェ ッ ク リ スト を 作 成 する 経 験 を もつ 教 員 も いる も の の 、「自 己 評 価 」

の ため に 中 心 的に 用 い ら れて い る の は、 児 童 が 自身 の 探 究 のプ ロ セ ス を記 述 す る ため の ワ ー クシ ー

ト であ る 。 児 童が 記 述 す るの は 、「 内 容に つ い て の振 り 返 り 」（教 師 d） が多 い と い う。 教 師 e は 、 そ

う した 記 述 等 の「 子 ど も の反 応 で 計 画を 途 中 で 見直 し た り とか 、 新 し い活 動 を 入 れた り っ て いう こ

と を大 事 に し てい る 」 と 述べ た 。  

 A 校 で は、 児 童 と 教師 が 協働 し て 単 元の 目 標 を 設定 す る た めの ツ ー ル とし て ル ー ブリ ッ ク が 機能 し

て いる と 言 え る。 B 校の ワ ーク シ ー ト は児 童 の 学 習の 自 己 調 整の た め に 用い ら れ て いる 可 能 性 があ る

も のの 、 教 師 の指 導 改 善 のた め の ツ ール と し て 機能 し て い る。 B 校に 見 られ る 教 師 の指 導 改 善 を中 心

と する 「 学 習 のた め の 評 価」 は こ れ まで に も 日 本で も 取 り 組ま れ て き たが 、 A 校 に 見 ら れる 児 童と 目

標 を協 働 し て 設定 す る こ とで 自 己 評 価を 促 す 「 学習 と し て の評 価 」 の 実践 は 、 教 師が 児 童 と 協働 し

な がら 単 元 の 設計 に 取 り 組む こ と を 推奨 し て い る PYP の 特 徴で あ る と 言え る 。  

今 後の 課 題 と して 、「 学 習 とし て の 評 価」 の 実 践 が行 わ れ て いる 学 校 で 学ぶ 児 童 が 、そ う し た 評価

活 動に い か に 取り 組 ん で いる の か 検 討し て い く こと が 挙 げ られ る 。 ま た、 本 学 の IB 教 員 養 成 にお い

て も、 学 習 者 と教 師 が 目 標を 協 働 し なが ら 設 定 し、 学 習 者 の自 己 評 価 を促 す 具 体 的な 方 法 に つい て

検 討す る 機 会 を提 供 し て いく 必 要 が ある 。  

【研究成果発表方法】 

2026 年度に調査を継続し、調査対象校を追加した上で、有馬実世「国際バカロレア初等

教育プログラムにおける評価の実践についての一考察―児童の自己評価及び振り返りに

注目して―」として『国際バカロレア教育研究』に投稿予定。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


